












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑬ ⑬⑥ | 
品教頼頼
任
@
正
三
位
源
道
方
正
三
位
向
頒
定
正
三
位
藤
公
信
従
三
位
向
通
任
正
四
位
F
同
朝
経
正
四
位
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同
資
平
成
③ 
経
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家
⑬ 
隆
⑬ 
通
① 
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⑫ 
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通
⑪ 
信
⑬ 
五
十
一
四
十
二
四
十
二
四
十
六
四
十
六
三
十
二
っ
て
い
る
。
名
簿
に
入
っ
て
い
る
二
十
二
名
の
う
ち
藤
原
氏
の
十
八
名
の
続
柄
を
系
図
の
形
で
示
す
と
前
ぺ
|
ジ
の
よ
う
に
な
る
。
年
齢
と
官
位
と
の
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
照
合
し
て
み
て
ほ
し
い
。
道
長
中
心
の
世
界
で
あ
る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
に
違
い
な
い
。
系
図
に
入
っ
て
い
な
い
残
り
の
四
人
は
い
ず
れ
も
源
氏
だ
が
、
納
言
に
な
っ
て
い
る
上
位
の
二
人
、
俊
賢
③
と
経
一
房
⑬
と
は
、
九
六
九
年
の
安
和
の
変
で
失
脚
し
た
左
大
臣
源
高
明
の
子
で
、
師
輔
の
娘
を
母
と
す
る
同
腹
の
兄
弟
で
あ
り
、
道
方
⑪
は
宇
多
天
皇
の
曽
孫
で
、
雅
信
の
弟
に
当
る
重
信
の
子
、
頼
定
⑬
は
冷
泉
・
円
融
帝
と
同
腹
の
兄
弟
で
あ
る
為
平
親
王
の
子
、
そ
し
て
二
人
な
が
ら
母
は
源
高
明
の
娘
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
四
人
と
も
に
道
長
の
妻
倫
子
・
明
子
に
つ
な
が
る
姻
戚
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
天
皇
の
元
服
を
待
っ
て
こ
の
年
四
月
、
二
十
歳
で
女
御
と
な
っ
た
威
子
の
中
宮
間
立
は
、
以
上
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
と
り
行
わ
れ
た
。
先
帝
の
中
宮
で
あ
っ
た
研
子
は
皇
太
后
、
そ
し
て
彰
子
に
は
太
皇
太
后
の
宣
旨
が
下
っ
て
い
る
。
歴
史
上
「未
曽
有
」
の
ご
家
立
三
后
」
の
実
体
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
天
皇
と
東
宮
は
共
に
彰
子
の
生
ん
だ
外
孫
で
あ
り
、
長
男
知
籾
通
を
中
心
と
す
る
政
府
の
中
枢
は
、
多
少
は
批
判
的
な
考
え
を
持
つ
者
が
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、
ま
ず
完
全
に
一
門
で
固
め
き
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
道
長
が
摂
政
を
額
通
に
譲
り
、
太
政
大
臣
を
固
辞
し
た
の
も
、
息
子
へ
の
ハ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
早
く
し
て
、
自
分
が
元
気
な
間
に
額
通
の
権
力
を
確
か
な
も
の
に
固
め
て
お
こ
う
と
い
う
、
将
来
を
見
越
し
て
の
深
謀
遠
慮
だ
と
考
え
て
誤
り
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
翌
年
、
道
長
は
出
家
し
て
い
る
が
、
政
界
を
引
退
す
る
意
志
は
毛
頭
な
く
、
一
O
二
七
(
万
寿
四
)
年
、
六
十
二
歳
で
世
を
去
る
ま
で
、
最
大
の
勢
力
を
保
ち
続
け
た
。
彼
の
生
き
た
時
代
の
天
皇
家
の
系
譜
と
藤
原
氏
出
身
の
生
母
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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道
長
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
子
女
を
も
う
け
た
三
人
の
妻
が
い
た
。
い
ず
れ
も
字
多
ま
た
は
醍
蹴
系
の
源
氏
で
、
道
長
が
い
か
に
深
く
源
氏
系
の
名
門
に
執
着
し
て
い
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。
頼
通
、
教
通
、
彰
子
、
研
子
、
威
子
、
嬉
子
の
母
で
あ
る
倫
子
は
、
円
融
朝
の
九
七
八
(
天
元
一
)
年
か
ら
一
僚
の
九
九
二
(
正
暦
四
)
年
ま
で
、
左
大
臣
の
地
位
に
あ
っ
た
宇
多
天
皇
の
孫
源
雅
信
の
娘
で
あ
っ
た
。
っ
き
は
安
和
の
左
大
臣
源
高
明
の
娘
明
子
で
、
頼
宗
、
能
信
、
顛
信
、
長
家
、
寛
子
、
尊
子
を
生
ん
で
い
る
。
あ
と
の
ひ
と
り
は
一
候
朝
の
初
め
に
大
納
言
ま
で
昇
っ
た
源
重
光
の
娘
で
、
そ
の
腹
に
長
信
、
盛
子
が
生
れ
た
。
「
三
后
」
の
母
で
あ
る
正
妻
の
倫
子
は
、
道
長
と
同
居
し
て
暮
し
た
と
考
え
ら
れ
、
入
内
し
た
娘
た
ち
の
後
見
と
い
う
点
で
も
、
道
長
と
常
に
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
三
后
と
問
母
の
妹
に
あ
た
る
嬉
子
は
、
後
朱
雀
帝
(
敦
良
)
の
東
宮
時
代
に
妃
と
な
り
、
後
冷
泉
帝
の
生
母
と
な
っ
た
が
、
出
産
の
後
、
十
九
歳
で
早
世
し
て
い
る
。
後
朱
雀
の
中
宮
は
、
頼
通
の
養
女
源
子
で
あ
る
。
道
長
死
後
の
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
道
長
の
意
を
迎
え
て
皇
太
子
を
退
い
た
教
明
親
王
は
、
小
一
候
院
と
呼
ば
れ
た
。
道
長
は
、
明
子
腹
の
寛
子
を
小
一
候
院
の
妃
に
お
く
り
、
後
々
ま
で
手
厚
く
遇
し
て
、
そ
の
志
に
応
え
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
E 
い
づ
れ
の
御
時
に
か
|
|
『
源
氏
物
語
』
の
時
代
設
定
|
|
守
一
係
、
三
係
、
後
一
僚
と
三
代
の
帝
に
、
藤
原
道
長
は
、
す
べ
て
自
分
の
娘
を
中
宮
に
立
て
た
。
そ
れ
が
『
源
氏
物
語
』
の
作
ら
れ
た
道
長
の
時
代
の
実
際
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
源
氏
物
語
』
に
も
三
代
の
中
宮
が
登
場
し
て
く
る
。
一
人
は
、
桐
萱
帝
の
中
宮
に
立
っ
た
藤
壷
、
後
の
薄
雲
女
院
で
あ
る
。
「
輝
く
日
の
宮
」
と
構
え
ら
れ
た
こ
の
女
性
は
、
先
帝
の
第
四
皇
女
で
、
そ
の
中
宮
を
母
と
し
て
生
れ
た
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
(
桐
萱
)
。
次
に
位
を
継
い
だ
朱
雀
帝
に
は
、
ど
う
や
ら
中
宮
間
立
の
こ
と
が
無
か
っ
た
ら
し
い
。
朱
雀
帝
は
、
光
源
氏
に
降
嫁
し
て
罪
の
子
議
を
生
ん
だ
女
三
の
宮
の
生
母
で
あ
る
藤
萱
女
御
を
、
中
宮
に
立
て
た
い
と
い
う
気
持
を
抱
き
な
が
ら
、
つ
い
に
果
さ
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
女
御
は
、
桐
査
帝
の
御
代
の
藤
萱
中
宮
の
異
母
妹
に
当
り
、
皇
女
で
は
あ
る
が
更
衣
腹
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
帝
の
た
め
ら
い
の
原
因
に
な
っ
た
と
い
う
(
若
菜
上
)
0
ま
た
、
朱
雀
朝
の
後
宮
を
左
右
す
る
権
勢
を
握
っ
て
い
た
帝
の
生
母
弘
徽
殿
の
大
后
の
望
み
は
、
自
分
の
妹
で
あ
る
瀧
月
夜
の
尚
侍
を
中
宮
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
尚
侍
と
光
源
氏
と
の
交
情
の
発
覚
が
妨
げ
と
な
っ
て
、
実
現
し
な
い
で
終
っ
た
(
資
木
)
。
次
の
冷
泉
朝
に
は
、
光
源
氏
と
い
う
強
力
な
後
見
に
支
え
ら
れ
て
、
時
の
内
大
臣
を
父
に
も
つ
弘
徽
殿
女
御
を
抑
え
、
梅
萱
女
御
が
開
立
さ
れ
た
。
秋
好
中
宮
で
あ
る
(
少
女
)
。
六
候
御
息
所
を
母
と
す
る
、
前
東
宮
の
皇
女
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
承
香
殿
女
御
を
母
と
し
て
朱
雀
帝
の
第
一
皇
子
に
生
れ
、
冷
泉
帝
の
譲
り
を
受
け
て
即
位
し
た
今
上
帝
の
中
宮
は
、
光
源
氏
の
娘
で
あ
る
明
石
の
姫
君
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
御
法
)
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
で
は
、
三
人
の
中
宮
が
こ
と
ご
と
く
皇
族
な
い
し
賜
姓
源
氏
の
出
身
と
な
っ
て
い
て
、
現
実
の
世
界
の
そ
れ
と
極
端
に
対
照
的
な
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
。
『
源
氏
物
語
』
が
、
光
る
君
と
呼
ば
れ
た
賜
姓
源
氏
を
主
人
公
と
し
て
い
る
こ
と
に
導
か
れ
、
物
語
の
自
然
な
展
開
の
上
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
も
の
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
は
、
徹
底
的
に
「
源
氏
の
物
語
」
と
し
て
描
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
こ
で
、
『
源
氏
物
語
』
が
「
い
つ
れ
の
御
時
に
か
」
と
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
想
い
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
『源
氏
物
語
』
の
世
界
は
、
ま
ず
最
初
に
、
そ
れ
が
現
在
で
は
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
か
ら
、
開
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
四
代
の
帝
自
主
の
治
世
に
ま
た
が
り
、
七
十
数
年
の
長
い
時
間
を
内
に
包
む
物
語
を
構
想
し
た
時
か
ら
、
歴
史
上
の
と
こ
か
の
時
点
に
、
描
き
出
さ
れ
る
は
ず
の
最
初
の
社
会
を
、
作
者
が
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
「
ど
の
天
皇
の
御
治
世
で
あ
っ
た
か
」
と
い
う
書
き
起
こ
し
は
、
た
ん
に
「
昔
」
と
か
「
今
は
昔
」
と
い
う
、
古
物
語
が
常
用
し
た
語
り
出
し
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
現
実
的
な
色
合
い
を
帯
び
て
い
る
。
思
い
浮
か
べ
よ
う
に
も
、
ど
う
に
も
焦
点
を
結
ば
7 
な
い
よ
う
な
漠
然
と
し
た
「
む
か
し
」
で
は
な
く
、
思
い
出
せ
る
限
り
の
過
去
の
記
憶
の
な
か
か
ら
、
具
体
性
を
帯
び
た
あ
る
時
代
、
あ
る
社
会
を
呼
び
醒
し
、
つ
む
ぎ
出
す
こ
と
を
読
者
に
要
求
す
る
。
そ
ん
な
書
き
起
こ
し
だ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
い
づ
れ
の
御
時
に
か
」
|
|
現
実
の
あ
る
時
代
、
あ
る
社
会
に
虚
構
の
世
界
を
設
定
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
ど
の
天
皇
の
治
世
で
あ
る
の
か
を
明
示
し
な
い
形
で
物
語
を
書
き
始
め
た
作
者
は
、
読
者
に
も
い
つ
の
時
代
の
こ
と
か
が
何
と
な
く
推
測
で
き
る
よ
う
な
表
現
を
巧
み
に
織
り
交
ぜ
な
が
ら
「
桐
萱
」
の
巻
を
書
き
進
め
て
い
く
。
最
愛
の
更
衣
を
失
っ
て
、
悲
し
み
に
か
き
く
れ
て
い
る
帝
は
、
「
v
」
の
頃
、
明
け
暮
れ
御
覧
ず
る
長
恨
歌
の
御
絵
、
背
骨7
子
院
の
醤
か
せ
給
ひ
て
、
伊
勢
・
貫
之
に
よ
ま
せ
給
へ
る
、
大
和
言
の
葉
を
も
、
唐
土
の
詩
を
も
、
た
だ
そ
の
筋
を
ぞ
、
ま
く
ら
ご
と
に
せ
さ
せ
給
ふ
。
」
と
い
い
、
高
麗
の
相
人
に
光
源
氏
を
観
さ
せ
る
時
に
は
、
「
宮
の
中
に
召
さ
む
事
は
、
宇
多
帝
の
御
誠
あ
れ
ば
、
い
み
じ
う
忍
び
て
、
こ
の
御
子
を
鴻
腿
館
に
遺
し
た
り
」
と
記
す
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
の
『伊
勢
集
』
に
も
、
「
伊
勢
日
記
」
と
通
稽
さ
れ
る
冒
頭
の
日
記
的
部
分
に
す
ぐ
ひ
き
つ
つ
い
て
、
「
長
恨
歌
の
扉
風
を
亭
子
院
の
み
か
ど
の
か
か
せ
給
ひ
て
、
そ
の
所
々
よ
ま
せ
給
ひ
げ
る
」
と
い
う
題
詞
を
も
っ
歌
が
、
「
み
か
ど
の
御
に
な
し
て
」
と
し
て
五
首
、
「
こ
れ
は
さ
さ
き
の
御
歌
に
て
」
と
し
て
五
首
、
計
十
首
ま
と
ま
っ
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
{
子
多
上
皇
す
な
わ
ち
「
亭
子
院
の
書
か
せ
給
ひ
て
、
伊
勢
・
貫
之
に
よ
ま
せ
給
へ
る
」
「長
恨
歌
の
御
絵
」
が
扉
風
と
し
て
実
在
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
寛
平
御
遺
誠
に
は
「外
蕃
の
入
、
必
ず
召
見
す
べ
き
者
は
、
簾
中
に
在
り
て
こ
れ
を
見
よ
。
直
に
対
す
べ
か
ら
ず
」
の
語
が
あ
り
、
「
宇
多
帝
の
御
誠
あ
れ
ば
」
と
い
う
表
現
は
こ
れ
を
指
し
て
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
寛
平
は
字
多
治
世
の
年
号
で
あ
り
、
京
都
の
七
篠
朱
雀
の
地
に
設
け
ら
れ
て
い
た
鴻
雌
館
は
、
来
朝
の
外
国
人
を
接
待
す
る
為
の
官
舎
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
相
人
の
言
葉
も
あ
っ
て
、
桐
萱
帝
は
光
る
君
を
臣
籍
に
下
し
て
源
氏
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
を
固
め
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
物
語
は
展
開
す
る
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
き
た
読
者
は
、
誰
し
も
物
語
の
世
界
が
宇
多
天
皇
に
続
く
時
代
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
宇
多
天
皇
に
続
く
醍
醐
天
皇
の
治
世
は
、
八
九
七
(
寛
平
九
)
年
か
ら
九
三
O
(延
喜
八
)
年
ま
で
三
十
四
年
の
長
さ
に
わ
た
っ
た
。
『
源
氏
物
語
』
の
書
か
れ
た
十
一
世
紀
初
頭
か
ら
七
十
年
な
い
し
百
年
の
昔
に
当
っ
て
い
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
描
き
上
げ
た
架
空
の
歴
史
七
十
六
年
と
ほ
ぼ
見
合
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
更
に
読
み
進
め
て
い
く
と
、
そ
の
醍
蹴
天
皇
そ
の
人
が
、
「
明
石
」
の
巻
で
話
題
の
中
に
登
場
し
て
く
る
。
明
石
入
道
が
光
源
氏
に
む
か
つ
て
、
娘
の
明
石
の
上
が
等
を
弾
く
こ
と
に
つ
い
て
、
「
な
に
が
し
、
延
喜
の
御
手
よ
り
弾
き
伝
へ
た
る
こ
と
一
一
一
代
に
な
む
な
り
侍
り
ぬ
る
を
・
も
の
の
切
に
い
ぶ
せ
き
を
り
を
り
に
掻
き
鳴
ら
し
は
べ
り
し
を
、
あ
や
し
う
ま
ね
ぶ
者
の
は
べ
る
こ
そ
、
自
然
に
か
の
前
大
王
の
御
手
に
通
ひ
て
は
べ
れ
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
延
喜
帝
↓
前
大
王
↓
入
道
と
相
伝
し
た
奏
法
を
、
娘
の
明
石
の
上
が
自
然
に
会
得
し
て
、
よ
く
弾
き
こ
な
す
と
諮
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
延
喜
の
帝
す
な
わ
ち
醍
醐
天
皇
を
話
題
に
し
な
が
ら
、
物
語
の
中
の
桐
萱
帝
と
の
か
か
わ
り
に
全
く
触
れ
よ
う
と
し
な
い
事
実
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
作
者
は
、
言
わ
ず
一諮
ら
ず
の
間
に
、
桐
萱
帝
が
醍
醐
天
皇
で
は
な
い
こ
と
を
読
者
の
前
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
だ
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と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
延
喜
の
代
と
重
な
り
合
う
か
に
見
え
て
、
そ
こ
に
君
臨
す
る
の
が
醍
醐
天
皇
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
つ
か
せ
ら
れ
た
読
者
は
、
い
や
応
な
し
に
、
物
語
の
世
界
が
延
喜
の
治
世
の
そ
れ
に
似
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
異
な
る
虚
構
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
宮
津
賢
治
が
『
グ
ス
コ
ー
プ
下
リ
の
伝
記
』
に
描
く
イ
l
ハ
卜
l
ブ
が
、
隅
か
ら
隅
ま
で
現
実
の
岩
手
際
を
思
い
起
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て
岩
手
懸
と
は
異
な
る
架
空
の
理
想
郷
で
あ
る
こ
と
と
似
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
虚
と
実
と
の
聞
を
縫
い
な
が
ら
、
虚
構
の
物
語
世
界
を
構
築
し
て
い
く
為
の
手
立
て
は
、
「
絵
合
」
の
巻
に
至
っ
て
一
層
の
光
彩
を
放
っ
て
く
る
。
朱
雀
帝
は
位
を
退
き
、
す
で
に
冷
泉
帝
の
治
世
と
な
っ
て
い
る
。
絵
の
好
き
な
冷
泉
帝
の
簡
を
得
よ
う
と
、
後
宮
で
は
か
つ
て
な
い
絵
画
プ
|
ム
が
起
っ
て
い
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
競
い
合
っ
て
い
る
の
は
悔
萱
女
御
と
弘
徽
殿
女
御
で
あ
る
。
天
皇
の
生
母
藤
賓
の
宮
は
、
源
氏
と
は
か
ら
っ
て
、
伊
勢
斉
宮
を
辞
任
し
た
六
傑
御
息
所
の
遺
児
を
入
内
さ
せ
た
。
こ
れ
が
梅
査
女
御
で
あ
り
、
斎
宮
女
御
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
初
め
は
こ
の
年
上
の
女
御
よ
り
も
、
先
に
入
内
し
て
い
た
年
若
い
弘
徽
殿
女
御
の
方
に
愛
を
傾
け
が
ち
で
あ
っ
た
冷
泉
帝
だ
が
、
次
第
に
絵
の
上
手
な
斎
宮
女
御
に
心
を
移
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
帝
の
気
持
を
娘
の
弘
徽
殿
女
御
に
引
き
止
め
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
た
父
親
の
権
中
納
言
(
源
氏
の
最
初
の
妻
葵
の
上
の
兄
)
は
、
名
高
い
絵
師
を
集
め
、
特
に
吟
味
し
た
用
紙
に
、
い
ま
流
行
の
興
趣
豊
か
な
物
語
を
選
ん
で
絵
に
描
か
せ
、
帝
の
心
を
引
こ
う
と
す
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
源
氏
の
君
は
、
北
自
の
物
語
絵
の
数
々
を
梅
護
女
御
に
献
上
し
た
。
双
方
が
絵
集
め
に
熱
を
入
れ
、
梅
壷
の
方
は
古
物
語
、
弘
徽
殿
女
御
は
今
物
語
と
競
い
合
う
の
で
、
藤
萱
の
宮
も
見
捨
て
難
く
、
そ
の
御
前
で
絵
合
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
梅
萱
女
御
の
方
か
ら
は
『
物
語
の
出
で
来
は
じ
め
の
祖
な
る
竹
取
の
翁
』
、
右
の
主
徴
殿
方
か
ら
は
『
宇
津
保
の
俊
蔭
』
を
出
し
て
合
せ
る
。
『
竹
こ
ぜ
の
あ
」
み
取
』
の
そ
れ
は
「
絵
は
巨
勢
相
覧
、
手
は
紀
賞
之
吉
田
け
り
。
紙
屋
紙
に
腐
の
絡
を
陪
し
て
、
赤
紫
の
表
紙
、
紫
坦
の
軌
、
世
の
常
の
よ
そ
ひ
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
俊
蔭
』
の
方
は
「
白
き
色
紙
、
車
問
き
表
紙
、
黄
な
る
玉
の
軌
な
り
。
絵
は
常
刻
、
手
は
道
風
な
れ
ば
、
今
め
か
し
う
を
か
し
げ
に
、
目
も
飽
く
ま
で
見
ゆ
。
」
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
「
次
に
伊
勢
物
語
に
正
三
位
を
合
は
せ
て
、
ま
た
定
め
や
ら
ず
」
と
、
こ
の
時
の
絵
合
は
白
熱
の
度
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
場
面
に
記
さ
れ
た
絵
師
、
普
家
の
名
が
全
て
歴
史
上
実
在
の
名
手
の
名
で
あ
り
、
し
か
も
古
物
語
の
巨
勢
相
覧
と
紀
氏
之
が
延
喜
の
代
の
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
今
物
語
の
飛
鳥
部
常
則
、
小
野
道
風
が
村
上
天
皇
の
天
麿
期
の
人
物
で
あ
っ
て
、
物
語
の
世
界
の
北
目
と
今
と
は
、
歴
史
的
事
実
と
き
っ
ち
り
照
応
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
絵
合
に
あ
た
っ
て
左
右
の
方
人
に
配
さ
れ
た
女
房
名
が
、
左
方
に
平
山
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
少
将
命
婦
、
右
方
に
は
大
弐
山
内
侍
、
中
将
命
婦
、
兵
衛
命
婦
と
列
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
村
上
初
の
天
徳
内
哀
歌
合
の
時
に
、
方
人
と
な
っ
た
女
房
一
た
ち
の
名
が
そ
っ
く
り
持
ち
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
絵
合
の
後
に
、
朱
雀
院
は
秘
蔵
の
絵
巻
二
巻
を
梅
査
女
御
に
贈
る
の
だ
が
、
そ
の
一
巻
は
「
年
の
内
の
節
会
と
も
の
お
も
し
ろ
く
興
あ
る
を
、
北
目
の
上
手
と
も
の
と
り
と
り
に
摘
か
け
る
に
、
延
喜
の
御
手
づ
か
ら
事
の
心
書
か
せ
給
へ
る
」
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
巻
は
「
ま
た
わ
が
御
世
の
事
も
描
か
せ
た
ま
へ
る
巻
に
、
か
の
斎
宮
の
下
り
た
ま
ひ
し
日
の
大
極
殿
の
儀
式
、
御
心
に
し
み
て
思
し
け
れ
ば
、
描
く
べ
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き
ゃ
う
く
は
し
く
仰
せ
ら
れ
て
、
公
茂
が
仕
う
ま
つ
れ
る
が
、
い
と
い
み
じ
さ
」
絵
巻
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
実
の
醍
醐
天
皇
が
「手
づ
か
ら
」
説
明
の
詞
を
書
い
た
と
い
う
節
会
の
絵
巻
に
、
鹿
の
朱
雀
院
が
絵
柄
を
詳
細
に
命
じ
て
描
か
せ
た
絵
巻
を
配
す
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
虚
の
朱
雀
院
に
は
実
在
の
絵
師
巨
勢
公
茂
を
交
錯
さ
せ
る
と
い
う
具
合
で
、
虚
と
実
と
の
綾
な
す
世
界
は
、
模
糊
と
し
て
い
ず
れ
と
も
分
き
難
い
感
を
抱
か
せ
る
。
弘
徽
殿
女
御
の
方
に
も
、
母
方
の
縁
に
つ
な
が
る
大
后
や
臨
月
夜
尚
侍
か
ら
の
加
勢
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
冷
泉
帝
の
御
前
に
お
け
る
内
裏
絵
合
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
だ
が
、
こ
の
内
裏
絵
合
の
有
様
は
、
村
上
天
皇
の
御
代
、
九
九
O
(天
徳
四
)
年
間
三
月
尽
日
に
催
さ
れ
た
あ
の
天
徳
内
裏
歌
合
さ
な
が
ら
で
あ
る
。
歌
合
に
お
け
る
州
浜
台
が
、
絵
合
で
は
絵
巻
を
収
め
た
箱
に
と
り
代
っ
て
い
る
な
ど
、
当
然
と
考
え
ら
れ
る
違
い
は
あ
る
が
、
絵
合
の
脱
出
さ
れ
た
場
所
、
方
人
で
あ
る
女
房一
た
ち
の
配
置
や
装
束
、
参
加
し
た
殿
上
人
の
位
置
、
行
事
の
進
行
の
様
子
、
何
か
ら
何
ま
で
が
天
徳
内
哀
歌
合
に
酷
似
し
た
形
で
描
き
出
さ
れ
て
い
く
。
『
源
氏
物
語
』
の
こ
の
よ
う
な
-記
述
を
証
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
古
註
釈
苦
い
ら
い
、
桐
萱
帝
は
実
在
の
醍
醐
天
皇
に
、
冷
泉
帝
は
村
上
天
皇
に
な
ぞ
ら
え
て
脅
か
れ
て
い
る
と
す
る
見
方
が
極
め
て
強
い
が
、
一
つ
一
つ
の
場
面
の
表
現
だ
け
を
取
り
上
げ
て
見
る
時
に
は
、
い
ち
が
い
に
否
定
し
去
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
源
氏
』
の
作
者
は
、
桐
萱
帝
が
延
喜
の
帝
そ
の
人
で
は
な
い
こ
と
を
明
か
に
す
る
た
め
の
手
立
て
を
尽
し
な
が
ら
、
物
語
の
世
界
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
す
で
に
本
居
宣
長
は
、
こ
の
よ
う
な
准
拠
論
を
し
り
ぞ
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
物
語
に
書
き
た
る
人
々
の
事
と
も
、
み
な
こ
と
ご
と
く
な
ぞ
ら
へ
て
、
あ
て
た
る
事
に
は
あ
ら
ず
、
大
方
は
作
り
事
な
る
中
に
、
い
さ
さ
か
の
事
を
依
り
処
に
し
て
、
そ
の
さ
ま
を
か
へ
な
ど
し
て
書
け
る
事
あ
り
。
ま
た
必
ず
一
人
を
一
人
に
あ
て
て
作
れ
る
に
も
あ
ら
ず
。
(
中
略
)
お
ほ
か
た
こ
の
准
拠
と
い
ふ
事
は
、
た
だ
作
り
ぬ
し
の
心
の
中
に
あ
る
事
に
て
、
必
ず
し
も
後
に
そ
れ
を
悉
く
考
へ
あ
つ
べ
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
と
て
も
か
く
て
も
有
る
べ
き
な
れ
ど
、
品
目
よ
り
さ
た
し
あ
へ
る
事
な
る
故
に
、
今
も
そ
の
趣
を
い
さ
さ
か
い
ふ
な
り
ま
こ
と
に
的
確
な
見
解
で
あ
る
。
「
一
人
を
一
人
に
あ
て
て
作
れ
る
に
も
あ
ら
ず
」
と
い
う
指
摘
は
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
と
い
う
他
な
い
し
、
こ
の
「
絵
合
」
の
巻
な
ど
は
、
「
い
さ
さ
か
の
事
を
依
り
処
に
し
て
、
そ
の
さ
ま
を
か
へ
な
ど
し
て
書
け
る
こ
と
あ
り
」
の
最
も
適
当
な
例
だ
と
い
え
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、
宣
長
の
教
示
に
従
っ
て
、
作
中
人
物
の
モ
デ
ル
な
ど
は
と
う
て
い
「
後
に
そ
れ
を
悉
く
考
え
あ
つ
べ
き
に
し
も
あ
ら
ず
」
と
見
定
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
し
か
し
、
「
作
り
主
の
心
の
中
に
」
い
わ
ゆ
る
延
喜
天
暦
の
治
世
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
ま
で
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
に
し
て
も
『源
氏
物
語
』
の
世
界
は
、
ど
う
し
て
延
事
天
暦
の
治
世
の
影
に
構
築
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
延
喜
天
暦
の
影
の
世
界
の
物
語
は
、
と
う
し
て
「
源
氏
の
物
語
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
為
に
は
、
古
代
王
朝
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
検
討
し
て
み
る
と
共
に
、
そ
れ
が
藤
原
道
長
や
彰
子
や
、
と
り
わ
け
紫
式
部
の
心
の
中
に
、
ど
ん
な
影
を
洛
と
し
、
よ
ど
み
を
作
っ
て
い
っ
た
の
か
を
見
定
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
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